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「時のしるし」 

現代に生きる私たちは、日々時間に追われて生活しています。私たちは日に何度、時間

を確認するでしょうか。特に近代以降、私たち人間は、時間を管理することによって合理

的な生活を追い求めてきたのですが、どうやらそれが少し行き過ぎてしまったようで、忙

しすぎる現代人は、時間を自分で支配しているようで、実際には時間に支配されている

のかもしれません。あるとき主イエスは弟子たちに語られました。「あなたがたは、雲が西

に出るのを見るとすぐに、『にわか雨になる』と言う。実際そのとおりになる。また、南風が

吹いているのを見ると、『暑くなる』と言う。事実そうなる」（ルカ 12:54-55）。どうやら、

古代の人々も天候をある程度予測していたようですが、大切なのはこれに続く「このよう

に空や地の模様を見分けることは知っているのに、どうして今の時を見分けることを知ら

ないのか」（ルカ 12:56）という言葉です。優れた知力と技術を手に入れたはずの現代

人ですが、今の時をしっかりと見分けられないでいるのは古代の人々と同様のようです。

事実この言葉は、今という時をしっかりと見据え、今何をなすべきかを見極めるように私

たち一人ひとりに語りかけています。【嶺重淑】 

ともに考えてまいりましょう。【堀端洋一】 

NO,２２-４４ ２０２3年２月５日 

 

＜テーマ＞  違いの中にキリストを告白する群れ 
           ～ 響き合う礼拝とひろば ～ 

＜年間テーマ＞ 希望の主と共に歩む 

＜ 聖 句 ＞ローマの信徒への手紙１５章１３節 

希望の源である神が、信仰によって得られるあらゆる

喜びと平和とであなたがたを満たし、聖霊の力によって 

希望に満ちあふれさせてくださるように。 

≪神戸教会は 2020年に宣教開始 70周年を迎えました。≫ 

日本バプテスト連盟   神戸バプテスト教会 

主 日 礼 拝       毎日曜日  午前 10：30～11：45 

共育のひろば    第 1・2 日曜日  午前 11：45～12：40 

       （幼児クラス・小学生クラス・中高生クラス・成人クラスＡ・Ｂ・C） 

幼稚園Ｃ・Ｓ        毎日曜日  午前 9：00～10：20（2/5,19,26 予約制） 

ひまわりひろば      毎日曜日  午前 9：00～10：20（2/5,19,26 予約制） 

月曜ひろば      第１・３月曜日  午前 10：00～11:00（次回は 2/6） 

祈 祷 会          毎水曜日  午後 19：00～ 20：15 

 

〒650-0003 神戸市中央区山本通 1-7-27  TEL078-231-7187  FAX078-221-5252 

ホームページ：kobe-church.com   事務局Ｅメール：jimukyoku@kobe-church.com 

mailto:jimukyoku@kobe-church.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本日の礼拝宣教は、嶺重淑先生(関西学院大学社会福祉学部宗教主

事)が担ってくださいます。 

◆２月１２日(日)の礼拝宣教は杉山修一牧師(徳島キリスト教会協力牧師)

が担ってくださいます。 

◆本日礼拝後は共育のひろば、ひろばリーダー会が行われます。 

(都合により ZOOMでの参加はありません) 

◆次週 12日午後は拡大役員会、役員会が行われます。 

◆2022年度第 2回定期総会(3月 26日開催予定)のために、各委員会、

信徒会に資料と予算の提出をお願いしています。それぞれの会でご準備よ

ろしくお願いします。 

〇会堂ではマスクを着用し、距離の近い交わりや大きな声での会話を控えくださ

い。〇賛美歌を歌う際は、マスク着用の上、着席のまま、主を賛美しましょう。〇オン

ライン礼拝のため、礼拝開始 5 分前からビデオ撮影を開始します。○小さいお子

様をお連れの方は、礼拝堂 2 階でお子さまと一緒に礼拝をお守りいただくことも

できます。 

「今、ささぐる」 

今、ささぐる 

そなえものを 

主よ きよめて 

うけたまえ アーメン 

＊印はご起立願いますが、体調の悪い方などはお座りのままご参加ください。
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◆朝 10時と夜 8時に共にお祈りの時を持ちましょう。 

１、新型コロナウイルス感染症が一刻も早く収束に向かいますように。 

２、感染した方々の癒し、診療に当たられている医療従事者を始め、福祉職の方々、人々の日常生活を支えている

多くの方々のために。 

３、コロナ禍で経済的な困難の中にいる個人事業主、非正規雇用の方々の生活が守られますように。 

４、子どもたちの心と体の成長が守られますように。 

５、光の丘幼稚園の園児・保護者・教職員に主の守りと導きをお祈りください。 

６、困難の中にいる方々と共に生きるすべてのキリスト教会と信徒の信仰生活の守りのために。 

７、ミャンマー、イスラエルとパレスチナ、アフガニスタン、ウクライナとロシアの市民のいのちと守りのために。すべ

ての人々のいのちが尊重される自由と平和が実現しますように。 

８、新たな牧師招聘のために、また牧師招聘委員会の働きのために。（アンケートの協力に感謝です） 

９、新会堂建築計画の守り。会堂建築委員会のお働きのために。 

１０、これからの神戸教会のために。教会員が共に語り合い、主の御心を求めることができますように。 

【連盟・連合・他教会の祈り】 

◆日本バプテスト連盟の全国 317の教会・伝道所のために。特に連盟の機構改革と定期総会のために。 

◆関西地方教会連合の３６教会のために。 
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